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謹賀新年
　辰年は、様々な願いを叶えてくれるだけでなく、あらゆる物事
をいい方向に導いてくれる力があります。
　これからも、皆さまの元気な笑顔をカメラに収め、議会として
ありのままの姿を伝えていきたいと思います。
「読みやすい、ためになる」をモットーに精進してまいります。
お楽しみに。

議会広報編集委員会 E-mail:gikai@town.satosho.lg.jp

令和6年3月定例会は、3月1日（金）から始まる予定です。

　
カ
ラ
オ
ケ
部
は
、
多
く
の

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
、
声
を
出
す
こ
と
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
解
消
、
健
康
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
発
足
し
、

現
在
20
人
程
の
会
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
と
し
て
は
、
月

２
回
第
２
、
第
４
日
曜
日
に

中
央
公
民
館
で
練
習
を
行
っ

て
お
り
、
年
２
回
ミ
ニ
発
表

会
を
駅
前
「
空
」
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ク
を
持
て
ば
そ
こ
は

も
う
ス
テ
ー
ジ
。
ス
タ
ー
に

な
っ
た
気
持
ち
で
歌
に
酔
い

し
れ
ま
す
。
仲
間
か
ら
の
拍

手
も
暖
か
く
、
歌
謡
談
議
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
話
に
花

が
咲
く
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
私
の
十
八
番

は
五
木
ひ
ろ
し
の
「
ふ
る
さ

と
」
い
や
ま
だ
十
七
番
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
和
気
あ
い
あ
い
の
楽
し
い

「
カ
ラ
オ
ケ
部
」
に
関
心
の

あ
る
方
、
ご
参
加
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

活活動動こんなこんな しています！しています！
第13回

(11）……………………………………………町政を問う！（6人が登壇）
（18）……シリーズ こんな活動をしています（里庄町文化協会 カラオケ部）

里
庄
町
文
化
協
会

　
　
　  

カ
ラ
オ
ケ
部

……………………………………………………………………（6）臨時会
…………………………………………………………………（5）請願（3件）

………………………………………（10）視察研修（山口県 和木町・岩国市）
（仁科千）

明るい未来へむかって（はたちの集い）明るい未来へむかって（はたちの集い）
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令
和
５
年
第
６
回
定
例
会
は
12
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　
議
案
は
条
例
の
一
部
改
正
４
件
、
令
和
５

年
度
補
正
予
算
７
件
、
人
事
案
件
１
件
、
道
路
認
定
１
件
が
上
程
さ
れ
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請

願
３
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
は
予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
請
願
は
総
務
文
教
委
員
会
、
建
設
福
祉
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
発
議
１
件
が
あ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
に
は
６
人
が
登
壇
し
、
町
の
姿
勢
や
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

定例
　会
定例
　会
定例
　会

月

里庄町議会だより　No.115

12条

　例

　
さ
ら
に
１
億
５
千
万
円
の

寄
附
が
見
込
ま
れ
る
た
め
の
、

返
礼
事
務
の
委
託
料
で
す
。

　
令
和
５
年
度
の
当
初
予
算

額
３
億
円
を
４
億
５
千
万
円

に
上
方
修
正
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

事
務
委
託
料

　   

７
６
３
０
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
明
け
に
伴
う

受
診
者
の
増
加
に
伴
い
、
小

児
医
療
費
が
増
加
し
た
た
め

で
す
。

小
児
医
療
費
補
助
金

　   

１
４
８
９
万
円

　
東
小
学
校
駐
車
場
用
地
の

測
量
設
計
に
か
か
る
委
託
料

で
す
。

東
小
設
計
監
理
委
託
料

　
　   

４
４
７
万
円

　
主
に
、
放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
人
数
、
利
用

回
数
が
増
え
た
も
の
で
す
。

児
童
発
達
支
援
事
業

　
　
１
１
７
２
万
円

　
物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
増

を
踏
ま
え
、
低
所
得
世
帯
に

対
し
、
１
世
帯
当
た
り
７
万

円
を
支
給
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
令
和
５
年
12
月

１
日
時
点
で
町
に
住
民
登
録

が
あ
り
、
世
帯
全
員
の
住
民

税
均
等
割
が
非
課
税
の
世
帯
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
臨
時
給
付
金
事
業

　
　
６
５
１
０
万
円

一
般
会
計
の
主
な
補
正
予
算

12月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　 （補正額）

（2億5976万円）
（74万円）
（154万円）
（△225万円）

　
（32万円）
（17万円）

　
（25万円）
（25万円）
（43万円）
（43万円）

62億1260万円
10億5970万円
12億8180万円
1億8650万円

　　
2億6794万円
1億4623万円

　　　
4億1321万円
3億6971万円
3億8765万円
5億7632万円

全会一致で可決全会一致で可決
令和５年度 補正予算は

その他議案も全て原案通り可決・同意されました

一 般 会 計
国民健康保険特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別
水道事業会計

収益的支出
資本的支出

公共下水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

町
条
例

里
庄
町
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
６
年
10
月
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証

が
一
体
化
し
、
紙
の
保
険
証

が
廃
止
さ
れ
た
場
合
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
心
身
障
が
い
者
、
ひ
と
り

親
家
庭
、
子
ど
も
医
療
費
の

各
給
付
に
か
か
る
申
請
者
の

医
療
保
険
の
種
別
等
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

里
庄
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
里
庄
町
第
１
号

会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
令
和
５
年
人
事
院
勧
告
に

よ
る
国
の
改
正
を
踏
ま
え
、

里
庄
町
職
員
の
給
与
の
改
正

を
行
い
ま
す
。

　
一
般
職
の
給
与
の
平
均
改

定
率
は
１
・
１
％
で
す
。

　
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当
は

現
行
の
４
・
４
か
月
を
４
・

５
か
月
に
引
き
上
げ
ま
す
。

里
庄
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
出
産
す
る
被
保
険
者
に
係

る
産
前
産
後
期
間
相
当
の
保

険
税
の
所
得
割
額
と
均
等
割

額
を
免
除
し
ま
す
。

　
免
除
期
間
は
１
人
を
出
産

の
場
合
は
出
産
月
の
前
月
か

ら
４
か
月
間
、
双
子
以
上
を

出
産
の
場
合
は
出
産
月
の
３

か
月
前
か
ら
６
か
月
間
で
す
。

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
令
和
５
年
人
事
院
勧
告
に

よ
る
国
の
改
正
を
踏
ま
え
、

特
別
職
の
年
間
期
末
手
当
を

現
行
の
３
・
９
か
月
か
ら
４

・
０
か
月
に
引
き
上
げ
ま
す
。

平野敏弘議員
　世の中、コロナの影響でまだ景気は上が
っていない。
　三役は本当に生活に困った人はいない。
　町民が苦しんでいる時は、三役もそれを
分かち合ってもらいたい。

ここが反対！

まだ景気は上がっていない
佐藤耕三議員

　人事院勧告ということだが、一般の人の
所得は上がっていない。
　子育ても終わり、職員に比べ決して安く
ない町長、副町長、教育長の特別職報酬を
上げることは反対する。

ここが反対！

特別職は上げるべきでない

人  

事

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

里
庄
町
新
庄

岡
　
　
雅
文
氏

岡本貴之議員
　執行部からは、民間給与との格差を埋め
るべく、人事院勧告に基づき期末手当を変
動と説明があった。
　長期的な目で見れば、報酬や手当の増減
に対する判断として納得できる条例の改正
である。

ここが賛成！

長期的に見れば納得できる
仁科千鶴子議員

ここが賛成！

人事院勧告に基づいたもの

　今回人事院が１万1900の民間事業を調
査、その結果に基づいて勧告された。
　今まで特別職３人の給与期末手当は、経
済状況や景気動向に鑑み下げている。
　コロナも収束し、活動ができるようにな
った今、安全安心できる持続可能な町行政
を行うため、町民が納得できる方法であり、
勧告を受け入れ引き上げに賛成。
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で
す
。

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
令
和
５
年
人
事
院
勧
告
に

よ
る
国
の
改
正
を
踏
ま
え
、

特
別
職
の
年
間
期
末
手
当
を

現
行
の
３
・
９
か
月
か
ら
４

・
０
か
月
に
引
き
上
げ
ま
す
。

平野敏弘議員
　世の中、コロナの影響でまだ景気は上が
っていない。
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佐藤耕三議員
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所得は上がっていない。
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ない町長、副町長、教育長の特別職報酬を
上げることは反対する。

ここが反対！

特別職は上げるべきでない

人  

事

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

里
庄
町
新
庄

岡
　
　
雅
文
氏

岡本貴之議員
　執行部からは、民間給与との格差を埋め
るべく、人事院勧告に基づき期末手当を変
動と説明があった。
　長期的な目で見れば、報酬や手当の増減
に対する判断として納得できる条例の改正
である。

ここが賛成！

長期的に見れば納得できる
仁科千鶴子議員

ここが賛成！

人事院勧告に基づいたもの

　今回人事院が１万1900の民間事業を調
査、その結果に基づいて勧告された。
　今まで特別職３人の給与期末手当は、経
済状況や景気動向に鑑み下げている。
　コロナも収束し、活動ができるようにな
った今、安全安心できる持続可能な町行政
を行うため、町民が納得できる方法であり、
勧告を受け入れ引き上げに賛成。
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委
員
会

請
　願

はじめてのお友達（げんキッズ）

常
任
委
員
会
報
告

　
12
月
５
日
、
委
員
全
員
が

農
林
建
設
課
の
案
内
の
も
と
、

現
地
調
査
・
確
認
を
行
い
、

そ
の
後
慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。

　
本
路
線
は
、
平
成
20
年
に

本
村
地
区
の
里
庄
東
公
民
館

東
側
に
10
区
画
造
成
さ
れ
た

団
地
内
に
あ
る
位
置
指
定
道

路
で
、
団
地
内
全
て
の
区
画

で
住
宅
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、

規
格
ど
お
り
に
施
工
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
補
修
が
必
要
な
箇
所
は
担

当
課
の
指
導
の
も
と
、
地
権

者
に
よ
り
既
に
補
修
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
審
査
・
採
決
の
結
果
、
本

案
は
全
会
一
致
で
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

建
設
福
祉
委
員
会

　
12
月
６
日
に
関
係
当
局
の

出
席
を
求
め
説
明
を
聴
取
し

な
が
ら
、
慎
重
に
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
で
の

返
礼
品
は
町
内
業
者
が
僅
か

に
多
く
、
１
万
円
か
ら
２
万

円
の
寄
附
額
が
多
い
。

　
採
決
の
結
果
　
令
和
５
年

度
里
庄
町
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
、

特
別
会
計
５
議
案
に
つ
い
て

は
、
全
会
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会

「最低賃金全国一律への法改正を求める意見書」採択を求める
請願

請　願

　現在はその地域の生計費と賃
金、事業者の支払い能力を考慮し
最低賃金が決められています。そ
のことで最低賃金が低い地域では
最低賃金は低く抑えられています。
 全ての労働者とその家族の健康
と文化的な最低限度の生活を確
保するために法改正は必要。

請願主旨
　都会と地方では物価など地域間格差があるので、全国一律は難
しい。
　一律にすると個人事業者や中小企業は経営が苦しく、雇用など
にひずみが来るのではないか。
　社会全体の底上げがなければ、世界に取り残される。国に意見
書を上げ、働きかけないと何も変わらない。などの意見が出ました。
　以上の意見を踏まえた結果、反対多数で不採択にするものと決
しました。

総務文教委員会審査

　えん罪の防止のために、検察・警察が持ってい
る未開示の証拠を裁判長の指示の有無にかかわ
らず開示する法制度にする。
　裁判所が再審開始決定をすれば、検察庁が異
議申し立て・上訴できない法制度にする。

請願主旨

　今までも冤罪事件もあるので再審は必要。
　えん罪防止のためにも法改正は必要。
などの意見が出ました。
 以上の意見を踏まえた結果、全会一致で採択す
べきものと決しました。

総務文教委員会審査

仁科英麿議員
　毎年若い人たちが卒業と同時に都会に出
て行き、町は急激に高齢化が進み、空き家
も目立っている。原因は、中央と地方の所
得、賃金の格差にあり、民間の責任でやる
のは無理。地域からこの声を強く出していく
べき。

ここが賛成！

賃金格差の是正を

田辺博樹議員
　検察、警察が持っている未開示の証拠を
裁判長の指示の有無にかかわらず開示する
法制度に改定するべき。
　隠された証拠により判決が下り、有罪に
することはできない。

ここが賛成！

未開示の証拠を開示すべき

佐藤耕三議員
　現在、日本の最低賃金は、時給約1000
円。地域間格差が出れば、賃金が高いほう
へ人口が流れる。都市部への人口流出を防
ぐためにも必要。仮に時給1500円でも、手
取りで約20万円くらい。そこまで上げるため
にも、法改正が必要。

ここが賛成！

最低賃金全国一律を

再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める意見書提出に
関する請願

賛　成 反　対4：5

賛　成 反　対7：2

「再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める意見書案」は
 賛成多数で可決 賛　成 反　対8：1

発　議
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請
願
・
臨
時
会

臨
時
会 国民のいのちと健康を守るため、政府の責任での医療・介護事業所

への支援を拡充とケア労働者の賃上げや人員増を求める請願書 

請　願

　公定価格で経営している医療・介護事業所は
物価高騰分を価格に転嫁できず、賃上げに必要
な財源確保が困難。
 そのために医療・介護事業所への経済的支援の
拡充と診療報酬・介護報酬の引き上げが必要。

請願主旨
　請願者に説明を求め、慎重に審査しました。
　さらに資料を収集し、内容を慎重に審査する必
要があるという意見などが出ました。
　以上の意見を踏まえた結果、全会一致で継続
審査とすべきものと決しました。

建設福祉委員会審査

佐藤耕三議員
　介護・医療現場は、全体的に賃金が安
い。
　資格や年齢で賃金格差はあるが、一律に
上げていくことが必要。

ここが賛成！

賃金が安い、上げる必要が

賛　成 反　対8：1継続審査に対し

臨時
　会
臨時
　会
臨時
　会

　
令
和
６
年
第
1
回
臨
時
会
は
１
月
12
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
議
案
は
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、
補
正
予
算
１
件
が

上
程
さ
れ
、
全
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１回第
　
物
価
高
騰
長
期
化
の
影
響

を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
患

者
利
用
者
に
負
担
を
転
嫁
で

き
な
い
医
療
機
関
・
社
会
福

祉
施
設
へ
質
の
高
い
医
療
・

サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き
る
よ

う
に
、
支
援
金
を
支
給
し
ま

す
。

医
療
機
関・社
会
福
祉

施
設
等
物
価
高
騰
対

策
支
援
事
業

　   

１
３
９
０
万
円

補
正
予
算

　
物
価
高
騰
が
長
期
化
す
る

中
、
出
生
し
た
子
ど
も
一
人

当
た
り
３
万
円
の
出
産
支
援

金
を
支
給
し
ま
す
。

出
産
支
援
事
業

　
　   
２
４
０
万
円

　
　
　
　
　
　
医
療
・
社
会

福
祉
施
設
等
を
対
象
に
助
成

し
て
い
る
が
、
給
食
・
農
業

は
考
え
ず
、
ど
う
い
う
プ
ロ

セ
ス
で
考
え
最
優
先
し
た
の

か
。

　
　
　
　
給
食
費
の
軽
減
に

取
り
組
み
、
子
育
て
世
帯
に

は
、
給
付
金
を
金
銭
的
支
援

に
行
っ
た
。

　
患
者
、
利
用
者
に
負
担
を

転
嫁
で
き
な
い
医
療
機
関
・

社
会
福
祉
施
設
等
の
負
担
軽

減
を
図
り
、
安
心
・
安
全
で

質
の
高
い
医
療
社
会
福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
の
維
持
を
目
的
と

し
て
支
援
金
を
交
付
す
る
。

　
　
　
　
　
　
電
気
代
が
上

が
っ
た
住
民
対
応
施
設
の
経

費
は
対
象
に
な
る
と
思
う
が
、

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
い
。
ど

う
検
討
し
て
こ
こ
に
至
っ
た

の
か
、
プ
ロ
セ
ス
を
。

　
　
　
　
各
公
共
施
設
の
電

気
代
は
検
討
し
て
い
な
い
。

　
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て

は
、
各
課
に
指
示
し
、
事
業

と
し
て
一
番
適
切
で
あ
る
と

考
え
調
査
を
し
た
上
で
決
定

し
た
。

仁
科
英
議
員

　
　
　
　
　
支
援
金
額
に
つ

い
て
、
何
を
基
準
と
し
て
設

定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
明
確
な
基
準
と
し

て
は
考
え
て
い
な
い
。
事
業

者
に
よ
っ
て
差
異
は
あ
る
が
、

早
く
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
診
療
所
・
歯
科

診
療
所
が
50
万
円
だ
が
、
高

齢
者
施
設
・
障
害
者
施
設
等

は
30
万
円
で
あ
る
。

　
こ
れ
以
上
、
出
し
て
あ
げ

ら
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
浅
口
医
師
会
と
あ

る
程
度
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

い
こ
う
と
い
う
考
え
方
。

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

　
　
　
　
　
推
進
事
業
メ
ニ

ュ
ー
は
８
つ
あ
る
。

　
幅
広
い
支
援
は
考
え
な
か

っ
た
の
か
。

　
　
　
　
全
て
町
内
の
事
業

者
に
対
し
て
広
く
交
付
金
事

業
が
行
え
れ
ば
い
い
が
、
な

か
な
か
行
き
届
か
な
い
。

　
今
コ
ロ
ナ
も
ま
た
、
は
や

っ
て
き
て
い
る
中
で
物
価
高

騰
や
医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ

確
保
に
困
り
、
経
営
が
大
変

厳
し
い
と
い
う
生
の
声
か
ら
、

今
回
の
事
業
者
支
援
に
つ
い

て
は
医
療
介
護
・
社
会
福
祉

関
係
に
き
る
だ
け
手
厚
い
支

援
と
考
え
た
。

佐
藤
議
員

町
　
長

佐藤耕三議員
　今回の医療機関、福祉施設等への支援
に反対では無いが、推奨メニューは８つあ
り、もっと使い道を広げて多くの人に利用し
てもらうことが必要。

ここが反対！

使い道を広げて
仁科英麿議員

　医療、福祉施設等への物価高騰対策支
援事業は当該各施設に限ってなされる。昨
年度交付金の上乗せである。
　農業、学校給食、その他施設に充てない
のはバランスも悪く、根拠が非常に不明。

ここが反対！

根拠が非常に不明

里
庄
町
証
明
等
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
本
籍
地
以
外
の
市
区
町
村

窓
口
で
も
、
戸
籍
証
明
書
・

除
籍
証
明
書
を
取
得
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
併

せ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
行

政
手
続
き
を
行
う
際
利
用
可

能
な
戸
籍
証
明
書
と
し
て
戸

籍
電
子
証
明
書
の
発
行
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
新
た
な
手
数
料
を
徴
収
す

る
た
め
の
改
正
で
す
。

里
庄
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
印
鑑
証
明
の
申
請
が
役
場

窓
口
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
の
申
請

に
加
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
登
録
さ
れ
た
電
子
証
明
書

を
利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
で
の
申
請
が
可

能
に
な
る
こ
と
で
の
改
正
で

す
。

町
条
例

おかあさんといっしょに（げんキッズ）

仁
科
英
議
員

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
い

支
援
金
額
の
基
準
は

難
波
議
員

幅
広
い
支
援
は

難
波
議
員
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請
願
・
臨
時
会

臨
時
会 国民のいのちと健康を守るため、政府の責任での医療・介護事業所

への支援を拡充とケア労働者の賃上げや人員増を求める請願書 

請　願

　公定価格で経営している医療・介護事業所は
物価高騰分を価格に転嫁できず、賃上げに必要
な財源確保が困難。
 そのために医療・介護事業所への経済的支援の
拡充と診療報酬・介護報酬の引き上げが必要。

請願主旨
　請願者に説明を求め、慎重に審査しました。
　さらに資料を収集し、内容を慎重に審査する必
要があるという意見などが出ました。
　以上の意見を踏まえた結果、全会一致で継続
審査とすべきものと決しました。

建設福祉委員会審査

佐藤耕三議員
　介護・医療現場は、全体的に賃金が安
い。
　資格や年齢で賃金格差はあるが、一律に
上げていくことが必要。

ここが賛成！

賃金が安い、上げる必要が

賛　成 反　対8：1継続審査に対し

臨時
　会
臨時
　会
臨時
　会

　
令
和
６
年
第
1
回
臨
時
会
は
１
月
12
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
議
案
は
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、
補
正
予
算
１
件
が

上
程
さ
れ
、
全
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１回第
　
物
価
高
騰
長
期
化
の
影
響

を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
患

者
利
用
者
に
負
担
を
転
嫁
で

き
な
い
医
療
機
関
・
社
会
福

祉
施
設
へ
質
の
高
い
医
療
・

サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き
る
よ

う
に
、
支
援
金
を
支
給
し
ま

す
。

医
療
機
関・社
会
福
祉

施
設
等
物
価
高
騰
対

策
支
援
事
業

　   

１
３
９
０
万
円

補
正
予
算

　
物
価
高
騰
が
長
期
化
す
る

中
、
出
生
し
た
子
ど
も
一
人

当
た
り
３
万
円
の
出
産
支
援

金
を
支
給
し
ま
す
。

出
産
支
援
事
業

　
　   

２
４
０
万
円

　
　
　
　
　
　
医
療
・
社
会

福
祉
施
設
等
を
対
象
に
助
成

し
て
い
る
が
、
給
食
・
農
業

は
考
え
ず
、
ど
う
い
う
プ
ロ

セ
ス
で
考
え
最
優
先
し
た
の

か
。

　
　
　
　
給
食
費
の
軽
減
に

取
り
組
み
、
子
育
て
世
帯
に

は
、
給
付
金
を
金
銭
的
支
援

に
行
っ
た
。

　
患
者
、
利
用
者
に
負
担
を

転
嫁
で
き
な
い
医
療
機
関
・

社
会
福
祉
施
設
等
の
負
担
軽

減
を
図
り
、
安
心
・
安
全
で

質
の
高
い
医
療
社
会
福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
の
維
持
を
目
的
と

し
て
支
援
金
を
交
付
す
る
。

　
　
　
　
　
　
電
気
代
が
上

が
っ
た
住
民
対
応
施
設
の
経

費
は
対
象
に
な
る
と
思
う
が
、

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
い
。
ど

う
検
討
し
て
こ
こ
に
至
っ
た

の
か
、
プ
ロ
セ
ス
を
。

　
　
　
　
各
公
共
施
設
の
電

気
代
は
検
討
し
て
い
な
い
。

　
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て

は
、
各
課
に
指
示
し
、
事
業

と
し
て
一
番
適
切
で
あ
る
と

考
え
調
査
を
し
た
上
で
決
定

し
た
。

仁
科
英
議
員

　
　
　
　
　
支
援
金
額
に
つ

い
て
、
何
を
基
準
と
し
て
設

定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
明
確
な
基
準
と
し

て
は
考
え
て
い
な
い
。
事
業

者
に
よ
っ
て
差
異
は
あ
る
が
、

早
く
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
診
療
所
・
歯
科

診
療
所
が
50
万
円
だ
が
、
高

齢
者
施
設
・
障
害
者
施
設
等

は
30
万
円
で
あ
る
。

　
こ
れ
以
上
、
出
し
て
あ
げ

ら
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
浅
口
医
師
会
と
あ

る
程
度
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

い
こ
う
と
い
う
考
え
方
。

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

　
　
　
　
　
推
進
事
業
メ
ニ

ュ
ー
は
８
つ
あ
る
。

　
幅
広
い
支
援
は
考
え
な
か

っ
た
の
か
。

　
　
　
　
全
て
町
内
の
事
業

者
に
対
し
て
広
く
交
付
金
事

業
が
行
え
れ
ば
い
い
が
、
な

か
な
か
行
き
届
か
な
い
。

　
今
コ
ロ
ナ
も
ま
た
、
は
や

っ
て
き
て
い
る
中
で
物
価
高

騰
や
医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ

確
保
に
困
り
、
経
営
が
大
変

厳
し
い
と
い
う
生
の
声
か
ら
、

今
回
の
事
業
者
支
援
に
つ
い

て
は
医
療
介
護
・
社
会
福
祉

関
係
に
き
る
だ
け
手
厚
い
支

援
と
考
え
た
。

佐
藤
議
員

町
　
長

佐藤耕三議員
　今回の医療機関、福祉施設等への支援
に反対では無いが、推奨メニューは８つあ
り、もっと使い道を広げて多くの人に利用し
てもらうことが必要。

ここが反対！

使い道を広げて
仁科英麿議員

　医療、福祉施設等への物価高騰対策支
援事業は当該各施設に限ってなされる。昨
年度交付金の上乗せである。
　農業、学校給食、その他施設に充てない
のはバランスも悪く、根拠が非常に不明。

ここが反対！

根拠が非常に不明

里
庄
町
証
明
等
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
本
籍
地
以
外
の
市
区
町
村

窓
口
で
も
、
戸
籍
証
明
書
・

除
籍
証
明
書
を
取
得
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
併

せ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
行

政
手
続
き
を
行
う
際
利
用
可

能
な
戸
籍
証
明
書
と
し
て
戸

籍
電
子
証
明
書
の
発
行
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
新
た
な
手
数
料
を
徴
収
す

る
た
め
の
改
正
で
す
。

里
庄
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
印
鑑
証
明
の
申
請
が
役
場

窓
口
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
の
申
請

に
加
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
登
録
さ
れ
た
電
子
証
明
書

を
利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
で
の
申
請
が
可

能
に
な
る
こ
と
で
の
改
正
で

す
。

町
条
例

おかあさんといっしょに（げんキッズ）

仁
科
英
議
員

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
い

支
援
金
額
の
基
準
は

難
波
議
員

幅
広
い
支
援
は

難
波
議
員
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賛
否
表

願いを込めてしめ縄づくり（八ッ的分館）

賛 否 表

仁
科
英
麿

○…賛成　×…反対　欠…欠席　ー …本人議案のため賛否に加わりません

眞
野
博
文

岡
村
咲
津
紀

平
野
敏
弘

仁
科
千
鶴
子

佐
藤
耕
三

難
波
啓
祐

岡
本
貴
之

田
辺
博
樹

議決
結果議案名

議員名

注） 議長は採決に加わりません。（賛否が同数の場合を除く。）

議案第65号
里庄町行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用に関する条例の一部改正

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

請願第３号
国民のいのちと健康を守るため、政府の責任での
医療・介護事業所への支援を拡充とケア労働者の
賃上げや人員増を求める請願書

○○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 継続審査

議案第66号
里庄町職員の給与に関する条例及び里庄町第１号
会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償
に関する条例の一部改正

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第67号 特別職の職員の給与に関する条例の一部改正 ○× ○ ○ ○ × × ○ ○ 可　決
議案第68号 里庄町国民健康保険税条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第69号 令和５年度里庄町一般会計補正予算（第５号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第70号 令和５年度里庄町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第71号 令和５年度里庄町介護保険特別会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第72号 令和５年度里庄町後期高齢者医療特別会計補正予算(第２号) ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第73号 令和５年度里庄町水道事業会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第74号 令和５年度里庄町公共下水道事業会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第75号 里庄町道路線の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第76号 固定資産評価審査委員会委員の選任 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意
議案第77号 令和５年度里庄町一般会計補正予算（第６号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

12
月

請願第１号 ×× × ○ × ○ ○ ○ × 不採択「最低賃金全国一律制への法改正を求める意見
書」採択を求める請願

請願第２号 ○○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 採　択再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求め
る意見書提出に関する請願

発議第４号 ○○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める
意見書案

定
例
会

新
年
の
挨
拶

　新
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
に

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日

ご
ろ
よ
り
里
庄
町
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
た
び
、
能
登
半
島
地

震
で
は
、
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
心
よ
り
お
悔

や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
早
期
復
興

を
願
う
も
の
で
す
。

　さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
も
落
ち
着
き
を

み
せ
、
社
会
経
済
活
動
が
本

格
的
に
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
で
、
国
際
情
勢
の
不

安
定
化
等
に
伴
う
資
源
価
格

の
高
騰
、
さ
ら
に
食
料
品
か

ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
わ
た
り

す
べ
て
の
物
価
の
高
騰
が
日

常
生
活
に
大
き
く
の
し
か
か

っ
て
い
ま
す
。
特
に
物
価
高

は
、
多
方
面
に
わ
た
り
大
き

く
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
行
政
と
と
も
に
真
剣
に

向
き
合
い
、
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　今
後
も
、
円
滑
な
議
会
運

営
に
努
め
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

里
庄
町
議
会
議
長

小
野

　光
章

町
政
に
反
映
し
、
ご
期
待
に

応
え
る
よ
う
、
研
鑽
を
積
み
、

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

行
政
と
議
論
を
深
め
る
こ
と

で
、
町
政
の
監
視
機
能
を
果

た
し
つ
つ
、
本
町
が
発
展
す

る
よ
う
に
邁
進
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

　結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ

り
祈
念
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

後列左から　　難波啓祐　  　田辺博樹 　 仁科英麿 　 佐藤耕三　　岡本貴之 　 
前列左から　　岡村咲津紀　  平野敏弘 　 小野光章 　 仁科千鶴子　眞野博文

１
月

臨
時
会

議案第1号 里庄町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第2号 里庄町証明等手数料条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第3号 令和５年度里庄町一般会計補正予算（第７号） ○○ ○ × ○ × × ○ ○ 可　決
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賛
否
表

願いを込めてしめ縄づくり（八ッ的分館）

賛否表

仁
科
英
麿

○…賛成　×…反対　欠…欠席　ー …本人議案のため賛否に加わりません

眞
野
博
文

岡
村
咲
津
紀

平
野
敏
弘

仁
科
千
鶴
子

佐
藤
耕
三

難
波
啓
祐

岡
本
貴
之

田
辺
博
樹

議決
結果議案名

議員名

注） 議長は採決に加わりません。（賛否が同数の場合を除く。）

議案第65号
里庄町行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用に関する条例の一部改正

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

請願第３号
国民のいのちと健康を守るため、政府の責任での
医療・介護事業所への支援を拡充とケア労働者の
賃上げや人員増を求める請願書

○○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 継続審査

議案第66号
里庄町職員の給与に関する条例及び里庄町第１号
会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償
に関する条例の一部改正

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第67号 特別職の職員の給与に関する条例の一部改正 ○× ○ ○ ○ × × ○ ○ 可　決
議案第68号 里庄町国民健康保険税条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第69号 令和５年度里庄町一般会計補正予算（第５号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第70号 令和５年度里庄町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第71号 令和５年度里庄町介護保険特別会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第72号 令和５年度里庄町後期高齢者医療特別会計補正予算(第２号) ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第73号 令和５年度里庄町水道事業会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第74号 令和５年度里庄町公共下水道事業会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第75号 里庄町道路線の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第76号 固定資産評価審査委員会委員の選任 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意
議案第77号 令和５年度里庄町一般会計補正予算（第６号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

12
月

請願第１号 ×× × ○ × ○ ○ ○ × 不採択「最低賃金全国一律制への法改正を求める意見
書」採択を求める請願

請願第２号 ○○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 採　択再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求め
る意見書提出に関する請願

発議第４号 ○○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める
意見書案

定
例
会

新
年
の
挨
拶

　新
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
に

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日

ご
ろ
よ
り
里
庄
町
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
た
び
、
能
登
半
島
地

震
で
は
、
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
心
よ
り
お
悔

や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
早
期
復
興

を
願
う
も
の
で
す
。

　さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
も
落
ち
着
き
を

み
せ
、
社
会
経
済
活
動
が
本

格
的
に
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
で
、
国
際
情
勢
の
不

安
定
化
等
に
伴
う
資
源
価
格

の
高
騰
、
さ
ら
に
食
料
品
か

ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
わ
た
り

す
べ
て
の
物
価
の
高
騰
が
日

常
生
活
に
大
き
く
の
し
か
か

っ
て
い
ま
す
。
特
に
物
価
高

は
、
多
方
面
に
わ
た
り
大
き

く
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
行
政
と
と
も
に
真
剣
に

向
き
合
い
、
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　今
後
も
、
円
滑
な
議
会
運

営
に
努
め
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

里
庄
町
議
会
議
長

小
野

　光
章

町
政
に
反
映
し
、
ご
期
待
に

応
え
る
よ
う
、
研
鑽
を
積
み
、

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

行
政
と
議
論
を
深
め
る
こ
と

で
、
町
政
の
監
視
機
能
を
果

た
し
つ
つ
、
本
町
が
発
展
す

る
よ
う
に
邁
進
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

　結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ

り
祈
念
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

後列左から　　難波啓祐　  　田辺博樹 　 仁科英麿 　 佐藤耕三　　岡本貴之 　 
前列左から　　岡村咲津紀　  平野敏弘 　 小野光章 　 仁科千鶴子　眞野博文

１
月

臨
時
会

議案第1号 里庄町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第2号 里庄町証明等手数料条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第3号 令和５年度里庄町一般会計補正予算（第７号） ○○ ○ × ○ × × ○ ○ 可　決
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一
般
質
問

視
察・研
修

12月定例会

町
政
を
問
う

6人の議員が登壇して質問！

① 女子トイレへの生理用品設置を
② 駐車場の料金体制は
③ 東小学校南東の信号機は

佐藤 耕三 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14P

① 政治分野における男女共同参画社会の推進
岡村 咲津紀 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13P

① 中学校の英語検定
岡本 貴之 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12P

① 里庄東小学校南東の角にある信号機の存続等
② 里見川河川整備計画は
③ 里庄町公共施設整備基本構想のパブリック
　 コメントは
④ 農業支援などを目的として地域おこし協力
 　隊員を招致しては

仁科 英麿 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15P

① 駐車場は
② コロナ後の行事は
③ 太陽光発電は
④ 里庄町の観光大使は
⑤ 駅の整備は
⑥ スーパー進出の話は

平野 敏弘 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16P

① 町財政の基盤である町税
② 企業誘致

田辺 博樹 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17P

一般
質問
一般
質問
一般
質問

※一般質問の原稿は質問者が作成しています。

̶ 10 ̶

常任委員会視察研修

視察・研修視察・研修

山口県和木町と岩国市を訪問しました

「和木町／1月16日」

　岩国市には米軍基地、空港があり、臨海部には工

業地帯が広がっています。

　ここでは「よべるん」という乗合タクシーのことに

ついて説明を受けました。

　「よべるん」はバスのように他のお客さんと同乗す

ることができるタイプのタクシーで、1人1乗車500円

で限られた地域の行き来に対応しています。

　当町にも参考にできることがあるのか、多くの質

問をさせていただきました。

「岩国市／1月17日」

　和木町は面積約10㎢（里庄12㎢）、人口約6000人

（同11000人）とコンパクトな町で、広島県との県境

に位置しています。JR和木駅もあり交通の利便性に

優れています。

　今回の視察研修では保育園、幼稚園が一体の「認

定こども園」「蜂ヶ峰総合公園」「JR和木駅」に行って

きました。こども園の広大な敷地の中で遊ぶ園児た

ち、給食風景。蜂ヶ峯総合公園は、遊ぶ、見る、食べ

るといった家族で1日中楽しめる施設になっていま

した。

　そして、平成20年に新規開業したJR和木駅の様子

を視察しました。

　それぞれ担当者から丁寧な説明を受け、当町に

何かフィードバックできるものはないか、熱心に質

問させていただきました。
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一
般
質
問

視
察・研
修
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町
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問
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山口県和木町と岩国市を訪問しました

「和木町／1月16日」

　岩国市には米軍基地、空港があり、臨海部には工

業地帯が広がっています。

　ここでは「よべるん」という乗合タクシーのことに

ついて説明を受けました。

　「よべるん」はバスのように他のお客さんと同乗す

ることができるタイプのタクシーで、1人1乗車500円

で限られた地域の行き来に対応しています。

　当町にも参考にできることがあるのか、多くの質

問をさせていただきました。

「岩国市／1月17日」

　和木町は面積約10㎢（里庄12㎢）、人口約6000人

（同11000人）とコンパクトな町で、広島県との県境

に位置しています。JR和木駅もあり交通の利便性に

優れています。

　今回の視察研修では保育園、幼稚園が一体の「認

定こども園」「蜂ヶ峰総合公園」「JR和木駅」に行って

きました。こども園の広大な敷地の中で遊ぶ園児た

ち、給食風景。蜂ヶ峯総合公園は、遊ぶ、見る、食べ

るといった家族で1日中楽しめる施設になっていま

した。

　そして、平成20年に新規開業したJR和木駅の様子

を視察しました。

　それぞれ担当者から丁寧な説明を受け、当町に

何かフィードバックできるものはないか、熱心に質

問させていただきました。
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一
般
質
問

町
の
議
会
議
員
と
答
え
た
割

合
が
57
・
８
％
と
最
も
高
い

結
果
が
出
て
い
る
。

女
性
の
政
治
参
画

の
機
運
も
少
し
ず

つ
出
て
き
て
い
る
。

　
若
い
人
に
政
治
に
対
し
て

の
教
育
や
機
会
が
必
要
で
あ

り
、
機
会
を
見
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

町
民
に
向
け
て
の
周
知
、
啓

発
、
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う

に
し
て
き
た
の
か
。

周
知
活
動
は
実
施

し
て
い
な
い
。

　
政
治
分
野
に
限
ら
ず
、
役

場
庁
舎
１
階
や
図
書
館
で
パ

ネ
ル
展
の
開
催
や
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

な
ど
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

政
治
や
社
会
に
対

す
る
男
女
共
同
参

画
へ
の
理
解
を
進
め
て
い
く

の
は
当
然
で
あ
り
、
年
齢
に

か
か
わ
ら
ず
学
習
で
き
る
機

会
や
、
自
治
体
が
率
先
し
て

女
性
の
政
治
参
画
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

　
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
や
女
性
議
員
を
増
や
す
会

な
ど
で
、
議
員
に
立
候
補
す

る
人
材
を
育
て
る
こ
と
も
自

治
体
と
し
て
の
役
割
で
は
な

い
の
か
。

町
民
意
識
調
査
で

は
、
今
後
、
女
性

の
参
画
が
増
え
た
ほ
う
が
よ

い
と
思
う
職
業
に
、
国
、
県
、

一
般
質
問

岡本　貴之 議員

　英
語
検
定
の
受
検
料
に
助
成
を

　
　
　教
委
事
務
局
長
／
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く

政治分野における男女共同参画
　　　総務課長／多くの方が議会に関心を

岡
村
咲
津
紀 

議
員

　
現
在
、
里
庄
町
は
子
ど
も

た
ち
の
学
力
向
上
に
大
変
力

を
入
れ
て
い
る
。

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
で
は
、
昨
年
度
、
中
学
校

の
国
語
・
数
学
・
英
語
（
中

２
年
生
の
み
）
ど
の
学
年
も

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
中
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
生
活
で
必
要
に
な
っ
て
く

る
英
語
は
、
確
実
に
子
ど
も

た
ち
の
力
に
し
て
も
ら
い
た

い
科
目
。

　
高
校
受
験
時
に
も
、
検
定

結
果
を
加
点
と
し
て
い
る
私

立
高
校
が
県
内
に
16
校
あ
り
、

高
校
受
験
を
す
る
生
徒
の
選

択
肢
を
広
げ
る
手
助
け
を
し

て
く
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
受
検
料
は
３
級
受

検
で
１
回
約
５
０
０
０
円
か

ら
６
０
０
０
円
程
度
か
か
る
。

中
学
生
の
英
語
検

定
の
受
検
料
免
除

な
ど
、
町
で
助
成
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

子
ど
も
た
ち
の
英

語
の
技
能
を
高
め

て
い
く
こ
と
は
、
今
後
グ
ロ

ー
バ
ル
化
し
て
い
く
社
会
に

お
い
て
非
常
に
大
切
な
こ
と
。

　
中
学
校
の
英
語
技
能
の
向

上
に
お
い
て
、
英
語
検
定
を

利
用
す
る
こ
と
も
有
効
な
手

段
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
英
語
検
定
の
結
果
は
高
等

学
校
入
試
に
お
い
て
加
点
の

要
件
と
し
て
い
る
学
校
も
あ

る
の
で
、
英
語
検
定
受
検
に

向
け
て
努
力
す
る
こ
と
は
、

英
語
技
能
の
向
上
だ
け
で
な

く
、
入
試
対
策
と
し
て
も
よ

い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
受
検
料
の
補
助
に
つ
い
て
、

今
年
の
５
月
、
第

４
次
里
庄
町
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
「
き
ら

り
里
庄
ウ
ィ
ズ
プ
ラ
ン
」
が

策
定
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
数
値
目
標
を
掲
げ
、

性
別
に
関
係
な
く
誰
も
が
個

性
と
能
力
を
十
分
発
揮
し
、

生
き
生
き
と
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
社
会
を
実
現
し
て
い

く
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
議
会
に
は
多
様
な
視
点
が

必
要
で
あ
り
、
企
画
立
案
や

住
民
の
多
様
な
意
見
を
取
り

入
れ
る
た
め
に
も
、
若
者
や

女
性
議
員
を
増
や
す
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　
住
民
と
共
に
計
画
を
進
め

る
と
す
れ
ば
、
庁
舎
内
の
改

善
が
必
要
で
あ
る
。

　
町
職
員
の
女
性
の
割
合
と

管
理
職
の
女
性
の
割
合
は
。

４
月
１
日
現
在
で
、

町
職
員
の
女
性
割

合
は
約
39
％
で
あ
り
、
管
理

職
の
女
性
割
合
が
少
な
い
と

は
考
え
て
い
な
い
。

問

今
後
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

英
語
検
定
の
受
検

会
場
を
、
里
庄
中

学
校
で
の
実
施
は
で
き
な
い

の
か
。

里
庄
中
学
校
で
は

昨
年
度
ま
で
は
年

３
回
あ
る
英
語
検
定
の
う
ち

１
回
を
自
校
で
実
施
し
て
い

た
。
し
か
し
、
受
験
者
数
が

15
人
以
下
と
少
な
い
こ
と
、

ま
た
検
定
を
休
日
に
行
う
必

要
が
あ
り
、
教
職
員
の
負
担

と
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を

理
由
に
、
今
年
度
か
ら
開
催

を
見
送
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
受
験
を
希
望
す
る

生
徒
は
、
通
っ
て
い
る
学
習

塾
、
ま
た
近
隣
の
お
か
や
ま

山
陽
高
校
で
受
験
を
し
て
い

る
。

　
今
後
、
中
学
校
を
利
用
し

て
の
検
定
実
施
に
つ
い
て
は
、

教
職
員
の
働
き
方
改
革
推
進

の
面
か
ら
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。

　
公
民
館
な
ど
で
の
実
施
が

で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

数
年
前
に
女
性
管

理
職
が
課
長
ポ
ス

ト
か
ら
、
数
十
日
も
た
た
ず

に
課
長
ポ
ス
ト
を
降
り
た
。

女
性
管
理
職
候
補
の
育
成
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

男
女
関
係
な
く
職

員
に
必
要
な
知
識

と
能
力
の
向
上
を
目
的
に
研

修
の
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　
職
員
の
育
成
、
人
事
、
事

務
の
割
当
て
に
、
適
材
適
所

の
配
置
に
今
後
も
努
め
て
い

く
。

一
般
職
で
あ
っ
た

者
が
管
理
職
に
な

る
と
、
立
場
が
変
わ
る
。

　
自
己
啓
発
と
組
織
の
た
め

研
修
を
今
後
も
積
極
的
に
実

施
し
て
い
き
た
い
。

会
計
年
度
任
用
職

員
の
男
女
の
比
は
。

現
在
90
人
を
任
用

し
、
約
４
分
の
３

に
な
る
68
人
が
女
性
で
あ
る
。

問

問

教
委
事
務

局

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長 問問 町

長

町
長

国
の
第
５
次
男
女

共
同
参
画
基
本
計

画
の
中
に
は
、
政
治
、
経
済
、

社
会
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
政
策
方
針
決
定
の

過
程
に
男
女
が
共
に
参
画
し

女
性
の
活
躍
が
進
む
こ
と
は
、

急
速
な
少
子
・
高
齢
化
、
人

口
減
少
の
進
展
、
国
民
の
価

値
観
の
多
様
化
が
進
み
、
様

々
な
視
点
が
確
保
さ
れ
、
あ

ら
ゆ
る
人
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
と

あ
る
。

　
町
の
現
状
を
ど
う
捉
え
て

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

多
様
な
人
材
が
参

画
す
る
議
会
の
実

現
の
た
め
に
、
よ
り
多
く
の

方
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
捉
え

て
お
り
、
具
体
的
な
取
組
は

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

国
は
、
男
女
の
候

補
者
数
の
均
等
化

を
目
指
し
、
必
要
な
施
策
の

策
定
や
実
施
を
努
力
義
務
と

し
定
め
て
い
る
。

　
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
推
進
法
に
つ
い
て
、

問

問

問 総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長
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一
般
質
問

町
の
議
会
議
員
と
答
え
た
割

合
が
57
・
８
％
と
最
も
高
い

結
果
が
出
て
い
る
。

女
性
の
政
治
参
画

の
機
運
も
少
し
ず

つ
出
て
き
て
い
る
。

　
若
い
人
に
政
治
に
対
し
て

の
教
育
や
機
会
が
必
要
で
あ

り
、
機
会
を
見
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

町
民
に
向
け
て
の
周
知
、
啓

発
、
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う

に
し
て
き
た
の
か
。

周
知
活
動
は
実
施

し
て
い
な
い
。

　
政
治
分
野
に
限
ら
ず
、
役

場
庁
舎
１
階
や
図
書
館
で
パ

ネ
ル
展
の
開
催
や
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

な
ど
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

政
治
や
社
会
に
対

す
る
男
女
共
同
参

画
へ
の
理
解
を
進
め
て
い
く

の
は
当
然
で
あ
り
、
年
齢
に

か
か
わ
ら
ず
学
習
で
き
る
機

会
や
、
自
治
体
が
率
先
し
て

女
性
の
政
治
参
画
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

　
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
や
女
性
議
員
を
増
や
す
会

な
ど
で
、
議
員
に
立
候
補
す

る
人
材
を
育
て
る
こ
と
も
自

治
体
と
し
て
の
役
割
で
は
な

い
の
か
。

町
民
意
識
調
査
で

は
、
今
後
、
女
性

の
参
画
が
増
え
た
ほ
う
が
よ

い
と
思
う
職
業
に
、
国
、
県
、

一
般
質
問

岡本　貴之 議員

　英
語
検
定
の
受
検
料
に
助
成
を

　
　
　教
委
事
務
局
長
／
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く

政治分野における男女共同参画
　　　総務課長／多くの方が議会に関心を

岡
村
咲
津
紀 

議
員

　
現
在
、
里
庄
町
は
子
ど
も

た
ち
の
学
力
向
上
に
大
変
力

を
入
れ
て
い
る
。

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
で
は
、
昨
年
度
、
中
学
校

の
国
語
・
数
学
・
英
語
（
中

２
年
生
の
み
）
ど
の
学
年
も

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
中
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
生
活
で
必
要
に
な
っ
て
く

る
英
語
は
、
確
実
に
子
ど
も

た
ち
の
力
に
し
て
も
ら
い
た

い
科
目
。

　
高
校
受
験
時
に
も
、
検
定

結
果
を
加
点
と
し
て
い
る
私

立
高
校
が
県
内
に
16
校
あ
り
、

高
校
受
験
を
す
る
生
徒
の
選

択
肢
を
広
げ
る
手
助
け
を
し

て
く
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
受
検
料
は
３
級
受

検
で
１
回
約
５
０
０
０
円
か

ら
６
０
０
０
円
程
度
か
か
る
。

中
学
生
の
英
語
検

定
の
受
検
料
免
除

な
ど
、
町
で
助
成
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

子
ど
も
た
ち
の
英

語
の
技
能
を
高
め

て
い
く
こ
と
は
、
今
後
グ
ロ

ー
バ
ル
化
し
て
い
く
社
会
に

お
い
て
非
常
に
大
切
な
こ
と
。

　
中
学
校
の
英
語
技
能
の
向

上
に
お
い
て
、
英
語
検
定
を

利
用
す
る
こ
と
も
有
効
な
手

段
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
英
語
検
定
の
結
果
は
高
等

学
校
入
試
に
お
い
て
加
点
の

要
件
と
し
て
い
る
学
校
も
あ

る
の
で
、
英
語
検
定
受
検
に

向
け
て
努
力
す
る
こ
と
は
、

英
語
技
能
の
向
上
だ
け
で
な

く
、
入
試
対
策
と
し
て
も
よ

い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
受
検
料
の
補
助
に
つ
い
て
、

今
年
の
５
月
、
第

４
次
里
庄
町
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
「
き
ら

り
里
庄
ウ
ィ
ズ
プ
ラ
ン
」
が

策
定
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
数
値
目
標
を
掲
げ
、

性
別
に
関
係
な
く
誰
も
が
個

性
と
能
力
を
十
分
発
揮
し
、

生
き
生
き
と
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
社
会
を
実
現
し
て
い

く
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
議
会
に
は
多
様
な
視
点
が

必
要
で
あ
り
、
企
画
立
案
や

住
民
の
多
様
な
意
見
を
取
り

入
れ
る
た
め
に
も
、
若
者
や

女
性
議
員
を
増
や
す
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　
住
民
と
共
に
計
画
を
進
め

る
と
す
れ
ば
、
庁
舎
内
の
改

善
が
必
要
で
あ
る
。

　
町
職
員
の
女
性
の
割
合
と

管
理
職
の
女
性
の
割
合
は
。

４
月
１
日
現
在
で
、

町
職
員
の
女
性
割

合
は
約
39
％
で
あ
り
、
管
理

職
の
女
性
割
合
が
少
な
い
と

は
考
え
て
い
な
い
。

問

今
後
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

英
語
検
定
の
受
検

会
場
を
、
里
庄
中

学
校
で
の
実
施
は
で
き
な
い

の
か
。

里
庄
中
学
校
で
は

昨
年
度
ま
で
は
年

３
回
あ
る
英
語
検
定
の
う
ち

１
回
を
自
校
で
実
施
し
て
い

た
。
し
か
し
、
受
験
者
数
が

15
人
以
下
と
少
な
い
こ
と
、

ま
た
検
定
を
休
日
に
行
う
必

要
が
あ
り
、
教
職
員
の
負
担

と
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を

理
由
に
、
今
年
度
か
ら
開
催

を
見
送
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
受
験
を
希
望
す
る

生
徒
は
、
通
っ
て
い
る
学
習

塾
、
ま
た
近
隣
の
お
か
や
ま

山
陽
高
校
で
受
験
を
し
て
い

る
。

　
今
後
、
中
学
校
を
利
用
し

て
の
検
定
実
施
に
つ
い
て
は
、

教
職
員
の
働
き
方
改
革
推
進

の
面
か
ら
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。

　
公
民
館
な
ど
で
の
実
施
が

で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

数
年
前
に
女
性
管

理
職
が
課
長
ポ
ス

ト
か
ら
、
数
十
日
も
た
た
ず

に
課
長
ポ
ス
ト
を
降
り
た
。

女
性
管
理
職
候
補
の
育
成
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

男
女
関
係
な
く
職

員
に
必
要
な
知
識

と
能
力
の
向
上
を
目
的
に
研

修
の
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　
職
員
の
育
成
、
人
事
、
事

務
の
割
当
て
に
、
適
材
適
所

の
配
置
に
今
後
も
努
め
て
い

く
。

一
般
職
で
あ
っ
た

者
が
管
理
職
に
な

る
と
、
立
場
が
変
わ
る
。

　
自
己
啓
発
と
組
織
の
た
め

研
修
を
今
後
も
積
極
的
に
実

施
し
て
い
き
た
い
。

会
計
年
度
任
用
職

員
の
男
女
の
比
は
。

現
在
90
人
を
任
用

し
、
約
４
分
の
３

に
な
る
68
人
が
女
性
で
あ
る
。

問

問

教
委
事
務

局

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長 問問 町

長

町
長

国
の
第
５
次
男
女

共
同
参
画
基
本
計

画
の
中
に
は
、
政
治
、
経
済
、

社
会
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
政
策
方
針
決
定
の

過
程
に
男
女
が
共
に
参
画
し

女
性
の
活
躍
が
進
む
こ
と
は
、

急
速
な
少
子
・
高
齢
化
、
人

口
減
少
の
進
展
、
国
民
の
価

値
観
の
多
様
化
が
進
み
、
様

々
な
視
点
が
確
保
さ
れ
、
あ

ら
ゆ
る
人
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
と

あ
る
。

　
町
の
現
状
を
ど
う
捉
え
て

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

多
様
な
人
材
が
参

画
す
る
議
会
の
実

現
の
た
め
に
、
よ
り
多
く
の

方
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
捉
え

て
お
り
、
具
体
的
な
取
組
は

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

国
は
、
男
女
の
候

補
者
数
の
均
等
化

を
目
指
し
、
必
要
な
施
策
の

策
定
や
実
施
を
努
力
義
務
と

し
定
め
て
い
る
。

　
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
推
進
法
に
つ
い
て
、

問

問

問 総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長



あ
る
対
応
を
申
入
れ
て
い
る
。

高
岡
か
ら
出
て
い

る
京
田
川
も
、
出

口
で
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
水

を
抜
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

効
果
的
な
方
法
が

あ
れ
ば
検
討
す
る
。

る
ま
で
は
、
絶
対
に
残
し
て

お
く
べ
き
で
は
。

様
々
な
安
全
対
策

を
今
後
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
特
に
、
朝
は
物
凄
い
状
態
。

　
バ
イ
ク
な
ど
が
、
新
し
い

道
路
に
振
り
変
わ
る
こ
と
は

な
い
。

　
安
全
が
完
全
に
確
保
さ
れ

駅
前
の
駐
車
場
は

駅
に
近
く
便
利
。

　
大
勢
の
人
に
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
が
、
広
さ
が
限
ら

れ
て
い
る
の
で
流
動
性
を
持

た
せ
た
い
。

　
駅
東
は
１
日
１
０
０
円
、

駅
西
は
２
０
０
円
。
安
価
な

駐
車
場
を
利
用
し
て
も
ら
い

た
い
と
も
考
え
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

町
民
の
声
を
取
っ

て
は
。

今
後
考
え
て
行
き

た
い
と
思
う
。

町
道
が
松
尾
方
面

に
開
通
す
れ
ば
、

県
道
と
の
交
差
点
に
新
し
く

信
号
機
が
付
く
。
そ
の
た
め

に
は
今
あ
る
東
小
学
校
の
南

東
信
号
機
撤
去
が
条
件
と
い

う
が
、
な
ぜ
条
件
を
付
け
る

の
か
。

２
か
所
同
時
に
説

置
は
で
き
な
い
の

が
今
の
公
安
委
員
会
の
考
え
。

信
号
機
を
撤
去
す

れ
ば
よ
り
危
険
。

　
公
安
委
員
会
と
話
す
時
は

呼
ん
で
く
れ
る
か
。

公
安
委
員
会
と
の

協
議
は
行
政
の
務

め
。

応
は
し
て
い
る
の
で
、
今
す

ぐ
置
く
考
え
は
な
い
。

　
今
後
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
考
え

も
聞
き
、
必
要
性
を
感
じ
た

場
合
は
積
極
的
に
置
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
る
。

学
校
に
も
教
育
委

員
会
を
通
じ
働
き

か
け
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う

か
。

あ
れ
ば
い
い
も
の

で
は
な
く
、
必
ず

必
要
な
も
の
を
要
求
す
る
よ

う
学
校
に
は
言
っ
て
い
る
。

　
学
校
の
実
態
を
把
握
し
、

要
望
も
聞
き
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。
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　生
理
用
品
設
置
、必
要
で
は

　
　
　
　
　教
育
長
／
要
望
を
聞
き
な
が
ら
対
応

信号機撤去条件は矛盾
　　　　農林建設課長／公安委員会の考え

上限を下げては
　　町長／流動性を持たせたい

学
校
の
女
子
ト
イ

レ
に
生
理
用
品
を

置
く
こ
と
に
は
、
９
月
議
会

で
は
必
要
性
を
感
じ
な
い
の

で
早
急
に
置
く
と
い
っ
た
答

弁
は
な
か
っ
た
。

　
浅
口
市
で
は
常
時
置
く
こ

と
で
２
人
に
１
人
使
用
し
て

い
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

ト
イ
レ
に
常
時
置

い
て
お
け
ば
、
た

く
さ
ん
の
数
が
使
わ
れ
る
と

思
う
。

保
健
室
に
取
り
に

行
く
の
が
恥
ず
か

し
い
。
友
達
に
借
り
る
な
ど

の
声
も
あ
る
。
必
要
性
が
あ

る
の
で
は
。ど

う
し
て
も
必
要

と
い
う
報
告
は
学

校
か
ら
聞
い
て
い
な
い
。

　
保
健
室
に
置
く
な
ど
の
対

問

駅
南
の
有
料
駐
車

場
は
１
日
止
め
て

１
２
０
０
円
は
高
い
。
上
限

を
下
げ
て
は
ど
う
か
。

問

問

問

信号機、突っ込んで議論したか
　　　農林建設課長／公安委員会とは、先般も協議

残して欲しい信号機

教
育
長

教
育
長

教
育
長 問

農
林
建
設

課

　
　長

町
長

町
長

東
小
学
校
南
東
の

信
号
機
の
問
題
だ

が
、
ほ
と
ん
ど
進
展
し
て
い

な
い
よ
う
だ
。

　
公
安
委
員
会
の
言
い
分
、

１
か
所
だ
け
し
か
認
め
な
い
、

そ
れ
を
前
提
に
議
論
さ
れ
て

お
り
、
と
て
も
残
念
。

　
設
置
の
指
針
で
も
、
今
あ

る
も
の
を
取
る
の
は
、
安
全

が
確
認
さ
れ
る
場
合
、
他
の

方
法
で
代
替
で
き
る
場
合
だ
。

　
そ
う
い
う
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
公
安
委
員
会
と
突
っ
込

ん
で
議
論
し
た
か
。

先
般
も
協
議
し
て

い
る
。

　
町
民
の
意
見
と
か
を
丁
寧

に
説
明
し
、
信
号
の
距
離
等

も
説
明
し
た
が
、
や
は
り
、

距
離
が
近
過
ぎ
る
、
信
号
を

誤
認
す
る
可
能
性
が
あ
り
危

険
と
い
う
こ
と
で
、
残
せ
な

い
と
の
回
答
だ
。

　
ま
た
、
当
分
残
し
て
様
子

を
見
て
判
断
す
る
と
い
う
考

え
方
は
、
今
の
公
安
委
員
会

に
は
な
い
と
い
う
回
答
だ
。

歩
い
た
ら
１
０
０

歩
。
笠
岡
駅
前
の

問問

70
m
に
似
て
お
り
、
誤
認
の

恐
れ
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

　
地
元
も
皆
心
配
し
て
い
る
。

　
県
で
も
い
ろ
ん
な
議
論
を

し
て
欲
し
い
。

町
民
の
意
見
等
を

し
っ
か
り
共
有
し
、

公
安
委
員
会
に
、
一
番
安
全

で
効
果
的
な
方
法
を
求
め
て
、

今
後
も
協
議
す
る
。

交
通
量
は
、
平
成

26
年
の
調
査
で
は
、

朝
７
時
か
ら
夕
７
時
ま
で
で
、

南
北
合
わ
せ
て
８
４
０
０
台
。

そ
の
内
の
５
０
０
台
は
、
右

折
し
て
松
尾
の
方
に
入
る
車

だ
か
ら
減
る
が
、
あ
と
の
７

９
０
０
台
は
通
る
。

　
今
は
ど
う
い
う
見
込
み
か
、

今
後
は
ど
う
な
る
か
。

浜
中
バ
イ
パ
ス
が

開
通
し
た
こ
と
も

あ
り
、
以
前
よ
り
増
加
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
今
後
は
、
令
和
７
年
度
末

の
玉
島
笠
岡
道
路
の
開
通
に

よ
り
、
国
道
２
号
線
は
減
少

す
る
が
、
地
域
内
は
そ
れ
程

減
少
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

問

将
来
は
、
ご
み
運

搬
車
、
熱
利
用
施

設
、
そ
の
他
も
あ
り
大
幅
に

増
え
て
、
１
万
台
ぐ
ら
い
に

な
る
と
思
う
。

問

農
林
建
設

課

　
　長

里
見
川
河
川
整
備

計
画
策
定
作
業
の

進
捗
状
況
、
終
了
の
時
期
は
。

現
在
調
整
を
続
け

て
お
り
、
ま
だ
示

せ
る
段
階
で
は
な
い
。

整
備
基
本
方
針
は

平
成
24
年
に
定
め

ら
れ
て
お
り
、
西
日
本
豪
雨

災
害
か
ら
も
既
に
５
年
。

　
な
ぜ
そ
ん
な
に
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
の
か
。

現
状
の
把
握
、
問

題
の
抽
出
、
対
策

方
針
の
検
討
な
ど
に
時
間
を

要
し
て
い
る
た
め
。

池
田
や
松
尾
の
一

部
な
ど
は
、
大
雨

早
く
排
水
す
る
こ
と
が
重
要

町
長
／
水
位
を
下
げ
る
こ
と
等
要
望

問問
農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

の
時
は
遊
水
地
と
し
て
使
わ

れ
て
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る
よ
う
に
思
え
る
が
、

今
後
は
で
き
る
だ
け
早
く
排

水
し
、
土
地
を
有
効
活
用
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。

里
見
川
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下
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て
水
の
流
れ

を
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こ
と
と
、
護
岸
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備
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要
望

し
て
い
る
。昭
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ポ

ン
プ
ア
ッ
プ
し
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水
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抜
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こ
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と
、
阿
賀
崎
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辺
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を
も
っ
と
上
手
に

使
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こ
と
に
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は
、
ど

う
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

県
で
検
討
し
て
い

る
と
思
う
。

　
早
急
な
計
画
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定
と
効
果

町
長

町
長

問
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農
林
建
設

課

　
　長

町
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そ
の
他
の
質
問

Ｑ
公
共
施
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整
備
基
本
構
想

　
・
事
業
名
は
分
か
り
易
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・
パ
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リ
ッ
ク
コ
メ
ン
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は
、
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で
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で

　
・
必
要
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Ａ
・
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段
階
で
は
こ
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で
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20
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施
す
る

　
・
適
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期
に
行
う

Ｑ
農
業
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の
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め
地
域
お

こ
し
協
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隊
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の
招
致
を

Ａ
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手
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え
る
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あ
る
対
応
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岡
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効
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検
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々
な
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を
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検
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。
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。
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な
い
。
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が
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に
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前
の
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に
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。
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勢
の
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に
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も
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が
、
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が
限
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る
の
で
流
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を
持
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。
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は
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西
は
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０
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場
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ト
で
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の
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を
取
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は
。

今
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え
て
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と
思
う
。
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が
松
尾
方
面

に
開
通
す
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ば
、

県
道
と
の
交
差
点
に
新
し
く

信
号
機
が
付
く
。
そ
の
た
め

に
は
今
あ
る
東
小
学
校
の
南

東
信
号
機
撤
去
が
条
件
と
い

う
が
、
な
ぜ
条
件
を
付
け
る

の
か
。

２
か
所
同
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に
説
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で
き
な
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の

が
今
の
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安
委
員
会
の
考
え
。

信
号
機
を
撤
去
す
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ば
よ
り
危
険
。

　
公
安
委
員
会
と
話
す
時
は

呼
ん
で
く
れ
る
か
。

公
安
委
員
会
と
の

協
議
は
行
政
の
務

め
。

応
は
し
て
い
る
の
で
、
今
す

ぐ
置
く
考
え
は
な
い
。

　
今
後
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
考
え

も
聞
き
、
必
要
性
を
感
じ
た

場
合
は
積
極
的
に
置
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
る
。

学
校
に
も
教
育
委

員
会
を
通
じ
働
き

か
け
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う

か
。

あ
れ
ば
い
い
も
の

で
は
な
く
、
必
ず

必
要
な
も
の
を
要
求
す
る
よ

う
学
校
に
は
言
っ
て
い
る
。

　
学
校
の
実
態
を
把
握
し
、

要
望
も
聞
き
な
が
ら
対
応
し

て
い
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い
。
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に
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使
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て
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ど
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。
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に
常
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て
お
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ば
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た
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の
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と

思
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保
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１
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学
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ほ
と
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ど
進
展
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な
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う
だ
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安
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を
前
提
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も
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針
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今
あ
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全

が
確
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場
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他
の

方
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合
だ
。

　
そ
う
い
う
こ
と
を
踏
ま
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等
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可
能
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が
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す
る
と
い
う
考

え
方
は
、
今
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う
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前
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の
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も
皆
心
配
し
て
い
る
。

　
県
で
も
い
ろ
ん
な
議
論
を

し
て
欲
し
い
。

町
民
の
意
見
等
を

し
っ
か
り
共
有
し
、

公
安
委
員
会
に
、
一
番
安
全

で
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今
後
も
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、
以
前
よ
り
増
加
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
今
後
は
、
令
和
７
年
度
末

の
玉
島
笠
岡
道
路
の
開
通
に

よ
り
、
国
道
２
号
線
は
減
少

す
る
が
、
地
域
内
は
そ
れ
程

減
少
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

問

将
来
は
、
ご
み
運

搬
車
、
熱
利
用
施

設
、
そ
の
他
も
あ
り
大
幅
に

増
え
て
、
１
万
台
ぐ
ら
い
に

な
る
と
思
う
。

問

農
林
建
設

課

　
　長

里
見
川
河
川
整
備

計
画
策
定
作
業
の

進
捗
状
況
、
終
了
の
時
期
は
。

現
在
調
整
を
続
け

て
お
り
、
ま
だ
示

せ
る
段
階
で
は
な
い
。

整
備
基
本
方
針
は

平
成
24
年
に
定
め

ら
れ
て
お
り
、
西
日
本
豪
雨

災
害
か
ら
も
既
に
５
年
。

　
な
ぜ
そ
ん
な
に
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
の
か
。

現
状
の
把
握
、
問

題
の
抽
出
、
対
策

方
針
の
検
討
な
ど
に
時
間
を

要
し
て
い
る
た
め
。

池
田
や
松
尾
の
一

部
な
ど
は
、
大
雨

早
く
排
水
す
る
こ
と
が
重
要

町
長
／
水
位
を
下
げ
る
こ
と
等
要
望

問問
農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

の
時
は
遊
水
地
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、

今
後
は
で
き
る
だ
け
早
く
排

水
し
、
土
地
を
有
効
活
用
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。

里
見
川
の
水
位
を

下
げ
て
水
の
流
れ

を
よ
く
す
る
こ
と
と
、
護
岸

の
早
急
な
整
備
を
県
に
要
望

し
て
い
る
。昭

和
水
門
か
ら
ポ

ン
プ
ア
ッ
プ
し
て

水
を
抜
く
こ
と
と
、
阿
賀
崎

地
区
辺
り
を
も
っ
と
上
手
に

使
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど

う
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

県
で
検
討
し
て
い

る
と
思
う
。

　
早
急
な
計
画
策
定
と
効
果

町
長

町
長

問

問

問
農
林
建
設

課

　
　長

町
長 問

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
公
共
施
設
整
備
基
本
構
想

　
・
事
業
名
は
分
か
り
易
く

　
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

は
、
最
低
で
も
1
ヵ
月
で

　
・
必
要
な
都
度
何
回
で
も

Ａ
・
今
の
段
階
で
は
こ
れ
で

　
・
20
日
間
で
実
施
す
る

　
・
適
切
な
時
期
に
行
う

Ｑ
農
業
支
援
の
た
め
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
の
招
致
を

Ａ
効
果
あ
る
手
法
を
考
え
る

問



誘
致
企
業
に
提
供

す
る
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
は
、
町
は
ど
の
よ
う
な

も
の
を
考
え
て
い
る
の
か
。

里
庄
町
企
業
立
地

促
進
奨
励
金
、
里

庄
町
企
業
育
成
振
興
条
例
に

基
づ
き
2
種
類
の
補
助
金
を

要
件
に
応
じ
て
交
付
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

里
庄
町
は
理
研
と

の
太
い
絆
も
あ
る
。

全
町
を
挙
げ
て
企
業
誘
致
に

取
り
組
む
企
業
誘
致
委
員
会

を
立
ち
上
げ
る
考
え
は
あ
る

の
か
。

現
時
点
で
そ
の
考

え
は
な
い
。

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

の
向
こ
う
を
張
っ

て
南
北
山
に
囲
ま
れ
た
こ
の

バ
レ
ー
に
超
精
密
工
作
機
で

は
世
界
に
冠
た
る
メ
ー
カ
ー

の
立
地
す
る
我
が
町
と
し
て

当
該
メ
ー
カ
ー
の
顧
客
企
業

群
を
誘
致
し
て
、
超
精
密
金

属
加
工
工
業
地
帯
バ
レ
ー
を

形
成
す
る
構
想
は
ど
う
か
。

町
で
ど
う
い
う
ふ

う
な
企
業
誘
致
が

で
き
る
か
、
し
っ
か
り
情
報

を
入
れ
て
い
き
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
る
。

町
税
の
増
収
を
図

る
た
め
の
方
向
づ

け
は
、
企
業
誘
致
か
そ
れ
と

も
人
口
増
に
よ
る
も
の
を
考

え
て
い
る
の
か
。

社
会
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
を
進
め
て
住

民
が
住
み
や
す
い
、
企
業
に

も
立
地
し
て
い
た
だ
け
る
、

そ
の
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

町
財
政
の
基
盤
で

あ
る
町
税
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

　
法
人
の
町
税
総
額
、
個
人

の
町
税
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
い

く
ら
か
。

法
人
と
個
人
で
の

別
々
の
デ
ー
タ
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

過
去
5
年
間
の
企

業
誘
致
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
か
。

過
去
５
年
間
で
新

た
な
企
業
の
工
場

が
立
地
し
た
案
件
の
う
ち
町

が
支
援
し
た
案
件
は
1
件
。

現
在
進
行
中
の
案

件
は
あ
る
の
か
。

現
在
新
た
な
案
件

は
な
い
。

工
業
団
地
造
成
の

構
想
は
あ
る
の
か
。

現
在
町
と
し
て
は 

そ
の
よ
う
な
構
想

は
な
い
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

田
辺

　博
樹 

議
員

平野　敏弘 議員

　混
雑
を
知
っ
て
い
る
か

　
　
　
　健
康
福
祉
課
長
／
整
備
を
進
め
て
い
る

法人個人の町税は
　　　　それぞれいくらか
　　税務課長／別々のデータはない

問問問

企
業
誘
致
委
員
会
は

　町
長
／
設
置
の
考
え
は
な
い

問

問

問問

税
務

課
長

敬
老
会
当
日
に
、

役
場
の
駐
車
場
が

混
雑
し
た
の
を
知
っ
て
い
た

の
か
。

　
参
加
者
数
は
。

役
場
担
当
職
員
が
、

駐
車
場
内
で
参
加

者
や
送
迎
バ
ス
誘
導
を
し
た

の
で
、
状
況
は
認
識
し
て
い

る
。

　
申
込
者
数
は
４
５
５
人
。

平
日
は
役
場
に
来

る
人
が
非
常
に
多

い
の
で
混
雑
す
る
た
め
、
敬

老
会
を
土
曜
日
や
日
曜
日
に

行
っ
た
ら
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
閉
庁
日

の
開
催
は
な
い
。

　
役
場
周
辺
の
駐
車
場
整
備

を
進
め
て
い
る
。
来
庁
者
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
も

検
討
し
な
が
ら
総
合
的
に
考

え
て
い
く
。

問問
健
康
福
祉

課

　
　長

役
場
の
電
気
代
は

ど
れ
く
ら
い
増
え

た
の
か
。

令
和
３
年
度
が
約

４
５
０
万
円
、
令

和
４
年
度
が
約
７
５
０
万
円

で
約
３
０
０
万
円
の
増
。

　
燃
料
費
の
高
騰
で
増
額
と

な
っ
た
。

太
陽
光
発
電
を
町

は
入
れ
る
気
が
あ

る
の
か
。

導
入
は
多
角
的
に

研
究
し
て
い
く
。

問問

健
康
福
祉

課

　
　長

総
務

課
長

総
務

課
長

つ
ば
き
の
丘
運
動

公
園
に
は
駐
車
場

が
何
台
あ
る
の
か
。

第
１
駐
車
場
に
障

害
者
用
の
駐
車
枠

も
２
台
を
含
め
51
台
。
第
２

駐
車
場
は
24
台
。

問
農
林
建
設

課

　
　長

太陽光発電は
　　　　総務課長／研究していく

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

問
企
画
商
工

課

　
　長

町
長

町
長

町
長

工業団地（グリーンテクノ）

活気が戻った文化祭

コ
ロ
ナ
で
中
止
に

な
っ
て
い
た
夏
祭

り
や
運
動
会
、
文
化
祭
が
行

わ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
前
と
比
べ
て
来

場
者
の
人
数
に
変
化
が
あ
っ

た
の
か
。

　
運
動
会
が
今
年
か
ら
名
称

が
変
わ
り
、
時
間
も
短
縮
さ

れ
た
。

　
良
か
っ
た
点
や
何
か
反
省

点
、
感
想
は
。

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
町
内
に
活
気
が

戻
り
、
町
が
目
指
す
子
ど
も

の
元
気
な
声
が
響
き
、
み
ん

な
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

を
少
し
で
も
実
感
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

問町
長

コロナ後の行事は
　　　　　町長／町内に活気が戻った

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
観
光
大
使
は

Ａ
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
れ
ば
検

討
Ｑ
駅
前
整
備
は

Ａ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め

る
Ｑ
駅
前
ス
ー
パ
ー
進
出
の
話

は
Ａ
町
が
踏
み
込
め
な
い
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か
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で
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の
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過
去
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間
の
企

業
誘
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て
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も
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が
あ
る

の
か
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去
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で
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な
企
業
の
工
場

が
立
地
し
た
案
件
の
う
ち
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支
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在
進
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中
の
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件
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工
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成
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通
じ

て
町
内
に
活
気
が

戻
り
、
町
が
目
指
す
子
ど
も

の
元
気
な
声
が
響
き
、
み
ん

な
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

を
少
し
で
も
実
感
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

問町
長

コロナ後の行事は
　　　　　町長／町内に活気が戻った

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
観
光
大
使
は

Ａ
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
れ
ば
検

討
Ｑ
駅
前
整
備
は

Ａ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め

る
Ｑ
駅
前
ス
ー
パ
ー
進
出
の
話

は
Ａ
町
が
踏
み
込
め
な
い
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謹賀新年
　辰年は、様々な願いを叶えてくれるだけでなく、あらゆる物事
をいい方向に導いてくれる力があります。
　これからも、皆さまの元気な笑顔をカメラに収め、議会として
ありのままの姿を伝えていきたいと思います。
「読みやすい、ためになる」をモットーに精進してまいります。
お楽しみに。

議会広報編集委員会 E-mail:gikai@town.satosho.lg.jp

令和6年3月定例会は、3月1日（金）から始まる予定です。

　
カ
ラ
オ
ケ
部
は
、
多
く
の

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
、
声
を
出
す
こ
と
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
解
消
、
健
康
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
発
足
し
、

現
在
20
人
程
の
会
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
と
し
て
は
、
月

２
回
第
２
、
第
４
日
曜
日
に

中
央
公
民
館
で
練
習
を
行
っ

て
お
り
、
年
２
回
ミ
ニ
発
表

会
を
駅
前
「
空
」
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ク
を
持
て
ば
そ
こ
は

も
う
ス
テ
ー
ジ
。
ス
タ
ー
に

な
っ
た
気
持
ち
で
歌
に
酔
い

し
れ
ま
す
。
仲
間
か
ら
の
拍

手
も
暖
か
く
、
歌
謡
談
議
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
話
に
花

が
咲
く
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
私
の
十
八
番

は
五
木
ひ
ろ
し
の
「
ふ
る
さ

と
」
い
や
ま
だ
十
七
番
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
和
気
あ
い
あ
い
の
楽
し
い

「
カ
ラ
オ
ケ
部
」
に
関
心
の

あ
る
方
、
ご
参
加
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

活活動動こんなこんな しています！しています！
第13回

(11）……………………………………………町政を問う！（6人が登壇）
（18）……シリーズ こんな活動をしています（里庄町文化協会 カラオケ部）

里
庄
町
文
化
協
会

　
　
　  

カ
ラ
オ
ケ
部

……………………………………………………………………（6）臨時会
…………………………………………………………………（5）請願（3件）

………………………………………（10）視察研修（山口県 和木町・岩国市）
（仁科千）

明るい未来へむかって（はたちの集い）明るい未来へむかって（はたちの集い）


